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	セッションを始める前に

	プログラムの背景

｢安定した目的、つまり魂がその知的な目をじっと向けるような主眼点ほど、心を落ち着かせることに役立つものはない｣  – メアリー･ウォルストンクラフト･シェリー

指導力育成の専門家ステーブン･カビーによると、最も効果的な人々及び組織は、それぞれ独自の未来を定める。  このような人々は、各々自分の目的を明らかにし、自分に指針を示し、自分の目標に到達するよう激励する個人的及び組織的な使命声明文を設ける。
このセッションで講師は、個人的な使命声明文を作る上で役立つ一連の活動を通して、参加者を指導する。  

セッション資料 (ライオンズクラブ国際協会が提供する)

· スライド (実際のスライドは研究会で提供される)

· スライド1:  使命声明文 (定義1)

· スライド2:  使命声明文 (定義2)

· スライド3:  使命声明文 (定義3)

· スライド4:  使命声明文のメリット
· スライド5:  個人的な使命声明文を書く上での段階
必要な視聴覚資材

· フリップチャートとフェルトペン
· プロジェクターとスクリーン



	利用する手段のアイコン
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	セッションの時間配分 (案)

	セクション
	講義の概要
	資料

	前置き/セッションの始め
（10：00）
	活動：声を出して読む
	パワーポイント・スライド

参加者手引き


	単元1:  自分の個人的な使命声明文を書く
（45：00）
	自由なディスカッション

活動 : 自分の価値観を見極める
活動 : 将来を心に描く
活動 : 各自の使命声明文を起草する

	パワーポイント・スライド

参加者手引き

	結び
（5：00）

	物語または音楽
	講師が選んで決める

	合計時間： 60：00


	前置き

	およその時間
	手段
	内容

	合計時間:

10分
	
	

	[image: image13.wmf][image: image14.wmf][image: image15.wmf]9 [image: image16.wmf]分
	スライド 1～3


	活動:  声を出して読む

1. 参加者手引きの1ページを開くよう、参加者に依頼する。
2. 参加者数人を指名して、1ページに載っている使命声明文を、声を出して読んでもらう。
3. 質問する。
· 使命声明文とは何ですか。
4. 参加者の答えをフリップチャートに記録する。
5. スライド1～3「使命声明文」を映写する。 記載されている使命声明文の定義を一つか二つ読み上げるか、自分個人の定義を皆に説明する。

· 使命声明文: 自分の個人的な目的意識及び人生の意味を表現する力強い文書。これは、自分が決断を評価したり挙動を選ぶ上で、それを律する規約としての役目を果たす。

· 使命声明文: 自分独特の目的を文字にして表現したもの。自分はどのように生きていきたいかに関する個人的な人生観。
· 使命声明文: 使命声明文とは、自分の人生の基本原則及び真理を映し出す根拠、自分の信念の中核となっている価値観 、自分の人生でまっとうしたいと願っている物事のビジョンである。
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	セッションの目的について説明する

· このセッションの終わりに、参加者は、各々の個人的な使命声明文の草案を用意している。



	単元1:

自分の個人的な使命声明文を書く

	およその時間
	手段
	内容

	合計時間:

45分
	
	講師のメモ:  この単元を始める前に｢文書にした使命声明文があることのメリットは何か｣という質問をフリップチャートに書く。
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	スライド4
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スライド5
	説明する

1. 質問する。
· 文書にした使命声明文があることのメリットは何ですか。
2. 参加者の答えをフリップチャートに書き出す。
3. スライド4「使命声明文のメリット」を映す。メリットについて話をし、参加者から出なかった他のメリットについても強調する。参加者は、これらを参加者手引きの2ページに書き留めるべきである。
· 自分の人生について深く考えるよう、促す。
· 心の奥深くに秘めた考えや感情について良く考えてみる際に役立つ。
· 自分には何が本当に大切なのか明らかにする。
· 自分の物の考え方を広げる。
· 自己決定した価値観及び目的をしっかりと自分の心に刻む。
· 方向付けをし、価値観への決意をさせてくれる。
· 長期的な目標に向かって毎日進歩を遂げることを可能にする。
4. 次の段階を参加者に説明する。
· 個人的な使命声明文を書くことは、私たちの人生と指導者としての旅において役立つことが分かりましたので、その段階を始めましょう。
· 書く段階を始めるため、幾つか練習問題を用いることにしますが、この段階は今日で終わってしまうわけではありません。
· 今後、自分の使命についてじっくりと考え変更を加えたりする時間を取って下さい。
5. スライド5「個人的な使命声明文を書く上での段階」を映写し、読み上げる。これらの段階は参加者手引きの2ページに記載されている。
· 自分の価値観を見極める
· 将来を心に描く
· 自分の使命声明文を起草する
· じっくりと考え、改良する


	
	
	講師のメモ: 以下の三つの活動はお互いを基盤として築き上げる。
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	活動:  自分の価値観を見極める

1. 参加者の手引きの3ページを開くよう、参加者に依頼する。
2. この活動を完成するために、参加者に以下の指示を与える。
· 使命声明文を起草するために用いる最初の段階は、私たちの暮らしの指針となっている価値観を明らかにすることです。価値観は、私たちの間でも異なるかもしれません。
· ステーブン･カビーは、使命声明文は自分のビジョンと価値観の表現である、と言っています。  

· ご自分の価値観を明確にする上で役立つよう、参加者手引きに価値観のリストが含まれています。   

3. 価値観リストの練習問題の指示に目を通す。
· 第１段階: 以下の価値観リストに目を通す。自分にとって重要だと思う価値観がこの他にあれば、加える。
· [image: image28.wmf]第２段階: 自分にとって特に重要だと思う価値観10項目に印をつける。
· 第３段階: 4ページを開いて続ける。
4. 参加者に5分間与え、この練習問題を済ませてもらう。室内を歩いて回り、必要であれば手を貸す。
5. 次の活動に進む前に、価値観について話したい人がいないか、参加者に尋ねる。


	
	
	講師のメモ: この活動を行うために二つの案がある。どちらかを選んで、参加者が将来を目に浮かべる上で助力する。  
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	活動:  将来を心に描く 

案1:  経歴

1. 参加者に話す。
· 目標とビジョンが使命を定義する上で役立ちます。
· この活動で、過去の経験や達成事項を思い出し、将来について考える気持を湧かせます。
2. フリップチャートに｢人生の道｣を描き、参加者にも、参加者手引きの5ページに同じ事をするよう、依頼する。
[image: image38.wmf]
3. 参加者に次の指示を与える。
· ご自分が今この道のどこにいるか、そこにX印をつけてください。
· アイコン、符号、道路標識、掲示板などを五つ描いて、ご自分の暮らしに主な影響を及ぼしたものを示してください。これには、行事、人間関係、責任などを含めることができます。
· ご自分の行路に予定されている事項を更に五つ表示してください。これは重要なものでなくても、将来のかなり先のことでなくても良く、単にご自分が夢に見ていることや希望しているもので結構です。
4. 5～8分経ったら、時間がきたことを告げる。
5. 同じテーブルに座っているグループの人同士でそれぞれが描いたものについて話し合うよう、参加者に依頼する。
6. 参加者手引きの6ページにある三つの質問に答えるよう、参加者に依頼する。  (案 2の最後にある質問を参照)

7. 活動「将来を心に描く」に移る。
活動:  将来を心に描く 

案2:  前と後

第1部:  過去

1. 参加者手引きの5ページの真中に線を引くよう、参加者に依頼する。
2. 参加者に以下の指示を与える。
· このページの左側に、過去と書いてください。
· このページの右側に、将来と書いてください。
3. 過去を心に描くよう、参加者を導く。
· これからまもなく私たちは目を閉じて物事を想像します。その準備のため、ペンと鉛筆を置いて両足を床につけてください。深呼吸をし、両腕を頭上に持ち上げます。口から息を吐き出しながら、両腕を下ろします。  

· 体をリラックスさせるような呼吸をもう一度してください。これで準備ができました。
· 目を閉じて、過去から現在までのご自分の人生映画を映写し始めます。 ご自由に何度も映画を途中で休止して、重要な場面のスナップ写真を撮ってくださって結構です。声を聞いたり、匂いを感じ取ったり、顔や場所を注意して見てください。
4. 思い浮かべる時間を最高1分間、参加者に与える。
5. 目を開けて自分の考えや感情を、｢過去｣と描かれているページの左側に書き留めるよう、参加者に依頼する。
第2部:  将来
6. 将来について心に思い浮かべるよう、参加者を導く。
· もう一度これから想像をします。今度は、将来について心に描きます。
· 目を閉じてご自分の人生映画の映写を始めます。利用している才能に注目してください。一緒にいるのはどなたですか。何かのお祝いをなさっていますか。何を成し遂げましたか。ご自分の目に映るものすべてに触って感じ取ってください。
7. 再度想像してもらうため、最高一分間の時間を参加者に与える。
8. 目を開けて、｢将来｣と書かれた右側のページに自分の考えや感情を書き留めるよう、参加者に依頼する。
9. 自分のビジョンについて同じテーブルに座っているパートナーと話し合うよう、参加者に依頼する。4分間与える。
10. 参加者手引きの6ページにある質問に答えるよう、参加者に依頼する。
· 自分の過去と将来のビジョンにいるのは誰か。
· 自分の達成事項は何か。
· 自分は何を達成するつもりであるか。
· 自分はどんな才能を役立てているか。
11. 活動「各自の使命声明文を起草する」に移る。
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	活動:  使命声明文を起草する

1. 参加者手引きの7ページを開くよう、参加者に依頼する。
2. この活動を完成させるために、以下の指示を参加者に与える。
· ご自分の価値観と将来のビジョンがわかりましたので、ここで時間を取って、ご自分の個人的な使命声明文の草案を作成していただきます。
· すでに使命声明文がある方は、それに目を通して変更を加えて下さって結構です。
· (任意:  適切であれば室外のどこか別の場所に移動することを参加者に許可しても良い)

· ___ 分、時間を取りますので、各自で仕事をして下さい。__時 __ 分にセッションを再開します。
3. 適切な時間が来たら、参加者を集めてセッションを再開する。


	
	
	単元1 要約:

1. グループのために適切であれば、使命を書く練習についての自分の印象を語るよう、促す。
2. 結びに移る。



	結び

	時間
	手段
	内容

	5分
	
	1. 下記方法を一つか二つ以上使って、セッションを終了する。
· テリー･フォックスの話をする(12ページを参照)

· インスピレーションを与える歌を流す
· 自分の使命声明文をみんなに話す。
· 下記のような引用句を披露する。 

｢自分の行き先がわからなければ、どの道を行けども、道はそこに連れて行ってくれるだろう｣　作者不明

｢夢を持たねばならない。夢が無ければ、どうやって夢を実現させられようか｣　ミュージカル｢南太平洋｣の｢Happy Talk (幸せの話｣という歌より
2. 個人的な使命声明文の作成には時間がかかることを、参加者に再度注意を促す。
3. 次のセッションに移る。
 


付録

· 目的の威力 – テリー・フォックスの話
目的の威力  -  テリー･フォックスの話
1981年にカナダのテリー･フォックスと言う名の18歳の若者は、予期もしなかった旅へと旅立った。彼は高校で並外れの走者であったし、大学の優秀な陸上選手になることを夢見ていた。しかし、その彼を変える出来事、そしてやがては、何百万もの人々の暮らしを変えることになる出来事が起こった。

テリーは自分の片足の骨に癌があることを知った。テリーが延命できる唯一の方法は、足の切断であることを医者はテリーに説明した。片足を失うことはもちろん、精神的にも大きな打撃であった。最初の恐るべき失望のあと、彼は片足をなくした者としての人生を歩んでいく勇気を奮い起こした。 

カナダのこの勇敢な若者は、自分の不運を、癌の治癒という一層大きな目的に変えることを決意した。癌の研究には多額のお金がかかることに気づいたテリーは、自分の目的(癌の治癒)がその支援となる目標、すなわち癌研究のために100万ドルの資金獲得に助力する、という目標を達成することだと解釈することにした。
この目標を達成するため、木製の義足で(東海岸から西海岸まで)3千マイル走ってカナダを横断し、自分が一マイル走る毎に寄付をしてくれるよう、人々にお願いする、という考えを思いついた。自分の目的を明らかにしたいと思ったテリーは (もっと本物の足らしく見える高価な義足の代わりに) むしろ基本的な木製義足を選び、自分が失ったものと目的が明白に分かるよう、ショートパンツをはいた。 

1981年にテリーが走り始めたとき、彼の個人的な旅は最初、期待はずれの出来事でしかなく、このことを知っている人はほとんどいなかった。しかし、カナダの国境に沿って数週間走った後、彼の注目すべき勇気と目的感に対するニュース報道を受け始めた。彼のインスピレーションの使命は、耐えがたい苦痛を感じさせるものとなり、それにより彼に極限の重荷を負わせた。しかし彼の鋼鉄のように強い意思が彼を続行させた。数ヶ月のうちにテリー･フォックスは、カナダで英雄のような存在になった。

雨が降ったり、暑かったり、寒かったりなど、種々の困難な天候状態にもかかわらず、数ヶ月彼は走った。道端には大勢の人々が立ち並び、彼に声援を送った。自分の夢について分かってもらうため、途中で大人や若者に話をした。何ヶ月も走りひどい痛みに耐え抜いた後、テリーの抵抗力は衰え、彼はついに走ることを断念させられた。しかし彼は1,800マイルを走ることができたのである。テリー･フォックスは完走できなかったけれども、寄付するよう激励することによって、目標をはるかに上回る合計2,400万ドルを癌研究のために集めたのである。 

癌との個人的な闘いに負けてテリー･フォックスは数ヶ月後に亡くなった。彼は自分の闘いに負けたかもしれないが、何百万人もの人々の称賛を勝ち取った。テリーはこの世を去り、もはや自分の目的意識から個人的に得ることはないが、自分の勇気と決意ゆえに、癌研究資金獲得のために尽くした過酷な数ヶ月間に、彼はカナダの他のどの人よりも多くのことを成し遂げることができたのである。多数の人々にインスピレーションを与えたテリー･フォックスに関するこの話の結果、カナダ癌研究会は、｢目的の威力｣という題目のテリーの過酷な試練に関する素晴らしい映画を 製作した。この読み物は、若者がどのようにして使命(目的意識)に焦点を合わせ、その使命を支援する具体的な目標を立てられるか、というテリー･フォックスの驚くべき手本にインスピレーションを受けて作成された。 

セッションで使うスライド
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このセッションが終了した時点で、参加者は以下のことができるようになります。


各自の個人的な使命声明文を書く。
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